
坂本土木㈱

跡津川下流第１号床固工及び小洞谷砂防堰堤工事用道路工事

（工期：平成19年10月31日～平成20年3月28日）

1． はじめに

  本工事の施工箇所は,飛騨市神岡町内の跡津川地区、寺林地区、殿地区の

３地区に分かれて点在し、周辺を取り巻く環境も順に河川、山間部、国道となっ

ています。

  各工区それぞれ違う工事目的、条件での施工となり、それぞれに合った安全

対策を事前に検討し工事を進めています。

２． 工 事 概 要 (一部抜粋）

床固め工 1式

流路護岸工 144m2

延長 600m

掘削工 3000m3

側溝工 600m

配管工 500m

跡津川下流第１号床固工及び小洞谷砂防堰堤工事用道路工事

の安全対策について

寺林工区

殿工区

現場代理人　　○ 坂本　忠司

監理技術者　　　　西野　弘一

跡津川工区

寺林地区
殿地区

跡津川地区
跡津川工区

工 区 名 周 辺 環 境

河川

住宅街に隣接した山あい

市街地に隣接する国道４７１号光管路埋設工事殿工区

工事用道路設置工事

砂防工事

工 事 内 容

寺林工区
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３、 安 全 管 理 上 の 問 題 点

　本工事は先にも述べたように、3工区がそれぞれ違う施工箇所、内容、条

件であり、それぞれに違う危険要因を含んでいる。

各工区に潜む危険要因を常時把握し、それに対応した安全対策を確実

に行う方法の検討が必要である。

４、 安 全 管 理 の 工 夫 

  安全管理上の問題点を踏まえ、本工事では無事故・無災害達成のため、

『組織で進めるリスクの低減　今一度確認しよう「安全職場」』をスローガンに

掲げ会社・現場一丸となって安全活動を実施しています。

  今回は、その中の一部について発表します。

【工事全体】

リスクアセスメントを活用したＫＹ活動の実施

＜目的＞

　日々変わる施工条件や工種の中で危険要因を確実に抽出し、その対策を実

施し、常時安全な職場作りを行うとともに、作業者が主体となって行うことで安全

意識の向上を狙う。

＜考察＞

最初は新しい帳票や危険要因の評価方法等に対する戸惑いや、みんなの前

での発言、安全対策方法の検討に消極的ではあったが、管理者だけでは発見し

にくい危険要因が発見できたり、現場条件が変わることで後回しになりがちな安

全施設の設置などが、常時適切にされている。また、作業者の安全意識も高まり

積極的に安全活動に参加し意見が活発に出るようになった。

ラジオ体操

全体朝礼

作業班毎のＫＹ活動
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【工事全体】

リスクアセスメントを活用したＫＹ活動の実施例

見積り基準・評価方法及び危険度とそれに応じた対策

「可能性」の見積り基準

「重大性」の見積り基準

「可能性」と「重大性」による見積り評価基準及び危険度

危険度に応じた対策

立入禁止柵の設置、転落防止柵の設置等

施工方法・作業手順の改善

当該作業を中止し作業計画を練り直す

具体的内容

周囲・合図の確認等

吊荷下への進入禁止、作業範囲内への立入禁止等

講じるべき対策

注意をして作業をする

行動的安全対策の実施

１

２

危険度

○×（中程度）
危険度　３

△　たまに起きる
（1年に1回程度）

△○（かなり小さい）
危険度　２

△△（中程度）
危険度　３

△×（かなり大きい）
危険度　４

重大 休業災害（休業4日以上）

○○（極めて小さい）
危険度　１

○△（かなり小さい）
危険度　２

重大性

可能性

○　殆ど起きない
（5年に1回程度）

災害受傷程度の大、小 重大性の判断基準 記号

○　軽微
（不休災害）

△　重大
（休業災害）

×　極めて重大
（死亡・障害）

△

極めて重大 死亡・障害を伴う災害 ×

1年に1回程度発生する △

かなり起きる 6ヶ月に1回程度発生する ×

可能性の判断基準 記号発生の多さ、少なさ

軽微 不休災害（休業4日未満） ○

殆ど起きない 5年に1回程度発生する ○

たまに起きる

×　かなり起きる
（6ヶ月に1回程度）

×△（かなり大きい）
危険度　４

××（極めて大きい）
危険度　５

５ 作業の中止

×○（中程度）
危険度　３

３

４ 抜本的安全対策の実施

物理的安全対策の実施

残土搬出作業時に路面が悪く、
安全にダンプトラックが通行できない！！

可能性・重大性を評価した結果、危険度３

対策として路面の改良を行った結果、
安全に通行できるようになった。

対処前

対処後
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【工事全体】

店社パトロールの強化

毎月１回実施していた店社パトロールに社外の安全管理経験者（労働基準

監督署　OB）を招いてのパトロールを追加し、月２回とする。

＜目的＞

今まで店社パトロールは通常月１回、社内の安全責任者により行っていたが、

より厳しい目で見てもらうことで安全管理の徹底をはかるとともに、その場で現場に

即した安全対策を聞くことにより安全管理に対する知識の向上を目指す。

＜考察＞

日々のパトロールで発見できなかったことや、危険要因に対する正しい対処方

法が学ぶことが出来る。また、店社パトロール指摘事項については、即座に是正

処置を実施するとともに、会社で実施されている安全会議でも発表される為、緊張

感を持って安全対策を実施することが出来る。

店社パトロール実施状況

店社パトロール点検表 実施例

改善後

店社パトロール　フロー

実施 月２回

⇓

指摘事項

⇓

改善

⇓

改善報告 社内安全会議にて報告

改
善
事
項
の
現
場
確
認
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【寺林工区】

工事説明会の実施

＜目的＞

　神岡町寺林地区の住宅街に隣接する小洞谷に工事用道路を施工する際、工

事が円滑に施工できるよう地元に協力をお願いするとともに、資材・機材搬入ルー

トを説明し近隣住民、一般通行車等に対し交通事故防止の意見を募った。

＜考察＞

地元説明会における地元からの意見により、周辺の交通事情が把握でき適切

な資材搬入ルート、時刻に施工でき事故もクレームも無く、現在まで施工が進んで

います。

工事説明会資料　表紙 工事説明会　議事録

地元説明会実施状況

件名　　 ： 跡津川下流第１号床固工及び小洞谷砂防堰堤工事用道路工事

小洞谷工区　地元説明会について

日時　　 ：

午後7時～

場所　　 ： 飛騨市神岡町　寺林公民館　会議室

参加者　：

別紙　工事説明会資料

内容　　 ：

工事概要の説明について

・工事内容、工程説明 別紙　工事説明会資料

・工期等変更があった場合は、回覧板等にて連絡

工事車両通行経路の説明について

・大型車両通行により舗装が損傷した場合は、補修する。

・大型車両による資材運搬については、堀之内バス停より進入する。

用地について

民地と施工箇所境界をロープ等により明確に区分する。

その他、要望、質問等

・除雪はホイールローダにて舗装をいためないよう除雪すること。

・排水工を損傷した場合は、確実に補修をすること。

・作業小屋等への乗入れについて対処してほしい。

　　　(乗入れ部ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの設置）

・1号横断暗渠の蓋は、既設どおりｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞにしてほしい。

注意

説明会資料の4ページ目の｢標準断面図｣の道路幅員の表記などについて

誤りがありましたのでご確認願います。 別紙添付

坂本土木株式会社

打ち合わせ議事録

平成19年11月20日

予定　20名　参加19名　欠席　小洞　正孝
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【寺林工区】

地元説明会の実施

工事説明会資料　運搬経路図

現場に出入りする関係各所に配布し
徹底した。
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【殿工区】

工事による規制実施の周知

＜目的＞

　国道４７１号沿いの神岡町殿地区には隣接する公共性の高い施設が点在して

おり、本工事の規制により、それらに関連する車両に対し規制の案内とともに注

意喚起を促し、公衆災害防止に努めた。

＜考察＞

数箇所ある施設に事前に規制のお願いと説明を行った結果、どこも快く協力し

ていただいた。また、規制による軽微な渋滞は発生したがクレームも無く、安全に

工事を終わることが出来た。

飛騨市営　住宅旭保育園

タイムリー

施工箇所

施工位置図
規制案内
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【跡津川工区】

雪崩予知点検表の作成・活用

＜目的＞

施工箇所への通勤路（市道跡津川線）において、数年前に雪崩が発生し通行

止になるということがありました。このことを踏まえ、着工時に雪崩に対する安全基

準を定め施工を進めてきました。

＜考察＞

この工区の着工は１月からと日が経っておらず、降雪量も少ないため、「雪崩

予知点検表」による警戒・中止基準に達した事はなく安全に施工が進んでいます。

  今後も点検を継続して行うことで雪崩に対する危険意識を作業所全体で持ち、

災害時には的確な対応が出来ようにしたいと思います。

過去の雪崩状況

雪崩発生位置図

雪崩発生前 雪崩発生後

国道４１号線

市道跡津川線

雪崩危険箇所

車両待機箇所 監視人配置箇所 施工箇所
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【跡津川工区】

雪崩予知点検表の作成・活用
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５、 お わ り に

本工事は施工中であり、今から施工する跡津川工区は冬季を迎え厳しい環境

下での作業となります。その中でたくさんの危険要因が考えられますが、会社、管

理者、作業者が一丸となり、常日頃から安全意識を高め作業を行っていきたいと

思います。
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